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第 1 章 はじめに  
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図 1-1 首都圏で開催されている「オープンファクトリー」に関する記事  
（「朝日新聞」平成 26 年 12 月 16 日付け）  
 
                                         
5  川原晋・岡村祐・野原卓「工業集積地の産業観光まちづくり手法としてのオープン

































（ 1）工業集積地で行われている産業観光に関する研究  
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1-4 研究の視座  
  
 本研究では、モノづくりを活用した地域活力向上に資するオープンファクト
リーの可能性を論じるにあたり、次の 3 点を研究の視座として設定する。  
 





（ 2）「地域」単位での取り組み  
 中小企業が集積する全国 6 都市の自治体と商工会議所で構成される中小企業
都市連絡協議会 15主催の平成 25 年 8 月に行われた「第 9 回中小企業都市サミッ








（ 3）工業集積地の地域活性化手法の中での「変曲点」としての役割  
 工業集積地の地域活性化を考える上で、オープンファクトリーに期待される
役割として、現在低迷している地域の状況を回復へと向かわせるその変曲点（き
                                         
15  製造業を中心に中小企業が集積する全国 10 都市（発足当時）の自治体と商工会議
所が、中小企業の活性化や地域産業の課題解決に向けて連携して取り組むことを目的
に、平成８年５月に発足。平成 26 年 5 月 16 日現在は、 7 都市（東京都墨田区、東京
都大田区、長野県岡谷市、大阪府東大阪市、兵庫県尼崎市、石川県加賀市、埼玉県川
口市）が参加している。  
16  平成 25 年 8 月に東京都墨田区で「ものづくりの新たな魅力発信とネットワーク」









1-5 研究の手法および構成  
  
 本論文は全 6 章で構成される。以下に、研究の手法および構成を示す（図１























                                         






































1-6 用語の定義  
 





















                                         
































第 2 章	 産業観光におけるオープンファクトリーの特徴  
 
2-1	 はじめに	 	  

























2-2	 工場集積地における産業観光形態の類型化	  
 
2-2-1	 産業観光まちづくり大賞受賞事例の分析  
	 まず、工業集積地における産業観光形態の類型化を試みる。  
 調査の対象は、産業観光まちづくり大賞 1の 2014 年度までの過去 8 回の受賞
対象団体が主催している産業観光事業の中から、本研究で扱う現在稼働中の製
造業かつ地域内の複数の工場を観光の対象としている 23 事例とした。  
	 そして、プログラムの内容の大枠を把握するために、その 23 事例それぞれ
を、①参加する工場の数と、②見学形式の２つの視点で分類する。  
	  
2-2-2	 産業観光形態の類型  
	 以上の作業の結果は、表 2-1 のようになった。	 
	 







表 2-1	 工業集積地で取り組まれている産業観光事業の概要  
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ぞれの内容について、順に述べる (表 2-2)。	 
 
表 2-2	 工業集積地における各産業観光形態の概要  
分類名  概要  





に 取 り 組 む 主 体 が ま と め て 管 理 ま た は 紹 介 し
ているものを指す） 	 




源 ら と 共 に 束 ね ら れ た ル ー ト に 沿 っ
て、ツアー形式で見学・体験する。	 
工 場 景 観 	 





複 数 工 場 	 
同 時 公 開 	 
（ オ ー プ ン 	 









































図 2-1	 単体工場見学の例  
（ホンダ浜松工場の見学の様子） 	 
（ホンダのホームページより抜粋）	 
図 2−2	 工場見学ツアーの例	 
（宇部・美祢・山陽小野田産業観光バスツアー
の様子） 	 
(「大人の社会派ツアー」 facebook より抜粋 )	 
 
  
図 2-3	 工場景観見学ツアーの例	 
（周南コンビナート夜景）（筆者撮影） 	 











	 調査の対象となる事例を表 2-3 に示す。  
 
表 2-3	 工業集積地でみられる産業観光形態ごとの事例とその選定理由  















受賞（第 1 回特別賞、第 7 回銀賞）	 
・モノづくり観光ツアー（大阪
府東大阪市）	 






























                                                       
2  本論文で事例選出の際に注目した賞は次の通りである。  









とを目的として、昭和 58 年度から実施されている表彰制度）  
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表 2-4	 インタビュー調査の概要  
分類名	 対象事例	 調査対象	 調査日	 

















































                                                       
3  工場夜景観光に取組む志を共にする室蘭市（北海道）、川崎市（神奈川県）、四日市
市（三重県）、北九州市（福岡県）が平成 24 年の第 3 回全国工場夜景サミットにおい
て以上の五大エリアを「日本五大工場夜景」と宣言。  



























表 2-5	 工業集積地における産業観光形態ごとのプログラムの主な内容	  
	 
観光対象	 
観光の主な移動方法	 生産現場 	 
との距離	 
工場以外の地域資源	 
単体工場見学	 工場内部	 —	 —	 
工場見学ツアー	 工場内部	 飲食店	 専用バス	 





































2-4	 小結：オープンファクトリーの特徴  
	  









































第 3 章	 「おおたオープンファクトリー」の特性  
 
3-1	 はじめに  


















                                                       
1以下の資料を参照した。  
・モノづくり観光研究会「大田モノ・まち BOOK2011-クリエイティブタウン大田を目
指して -」 ,  （一般社団法人大田観光協会 ,  2011.11.11）  
・大田クリエイティブタウン研究会「大田モノ・まち BOOK2012- 第 1 回大田オープ
ンファクトリー成果報告書」（一般社団法人大田観光協会 ,  2012.8.31）  
・金谷優香「オープンシティ活動による都市の魅力向上と愛着醸成に関する研究 -イベ
ントによる地域意識の変化に着目して -」（横浜国立大学都 市 イ ノ ベ ー シ ョ
ン 研 究 院 平 成 2 5 年 度 博士課程前期（修士（工学・学術））学位論文 .2014.3）  
 26 
3-2	 「おおたオープンファクトリー」の概要  
 
3-2-1	 大田区の産業特性  
	 まずは、「おおたオープンファクトリー」というイベントの前提として、その
舞台となっている東京大田区の地域の特徴をみていく (モノづくり観光研究会








	 平成 24 年の工業統計調査によると、現在、大田区の製造業の事業所数は約
1600 件、その従業者数は約 2 万 4 千人と、東京都の中でも最大の工場数を誇
る。しかし、10 年前と比べてもどちらも 30%ほど減少している。なお、ピーク







	 工場の規模に関しては、小規模従事者が多く、4 人以下が全体の 50%、20 人






































































研究会の名前は、平成 23 年にクリエイティブタウン研究会に変更される。  






	 平成 23 年度には、こうした過去 2 年間の成果報告として「大田モノ・まち
BOOK2011」（図 3-4）を製作。そのなかで、地域の将来構想として「大田クリ
エイティブタウン構想」（図 3-5）を提案した。  
 
表 3-2	 モノづくり研究会の活動年表  





















図 3-4	  
「大田モノ・まち
BOOK2011」表紙  
図 3-5	 大田クリエイティブタウン構想 	 































































（3）オープンファクトリー実施に向けて -対象地の選定 -	 












▼第１回（平成 24 年 2 月）：「おおたオープンファクトリー」の実現  




図 3-6	 第１回「おおたオープンファクトリー」フライヤー（左:表、右:裏）	 
 
▼第 2 回（平成 24 年 12 月：参加工場数の増加  





図 3-7 第２回「おおたオープンファクトリー」フライヤー（左：表、右：裏） 
 
▼第３回（平成 10 月 26 日実施予定だったが、台風のため、平成




































日時：2/2,3,4 10:00~17:00(4日は 16:00まで ) 
場所：大田区産業プラザ PiO
第 3回「印刷のいろは」展

















2/2,3,4 第 16回おおた工業フェアにも出展 !!
金羊社
-印刷・加工体験　　etc...




























2012年 2月 4日 ( 土 ) 10:00~17:00
東急多摩川線下丸子駅・武蔵新田駅周辺
























「ガチャガチャ」のカプセルの中には、Made in Ota 
のコマやキーホルダー、工場での加工を経ることで作



















図 3-8	 第 3 回「おおたオープンファクトリー」フライヤー（左 :表、右 :裏）  
 
▼第４回（平成 26 年 11 月）：大田全区展開への足掛かりを目指す  
	 また、クリエイティブタウン研究会では、当初よりその範囲を大田区全域に
エリアを拡大させる「大田全区展開」構想があった。そこで、第４回からはそ
の足掛かりとして、本羽田地区の「テクノ WING 大田」と東糀谷の「OTA テ
クノ CORE」の２つの工場アパートを加え、エリアを拡大させた。さらに、そ






図 3-9	 第４回「おおたオープンファクトリー」フライヤー（左：表、右：裏） 
 
表 3-4	 「おおたオープンファクトリー」の主な立ち上げの背景とイベント


























H23 年春	 オープンファクトリーの対象地の絞り込み開始	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体間の関係図）（「大田モノ・まち BOOK2011」より作成） 	 
 








ぞれつながることを期待している（表 3-5）。  
 
表 3-5	 「おおたオープンファクトリー」のターゲット別の目的  
ターゲット  目的  
こども ,学生 	 地域教育・担い手育成  
同業者  技術交流・新規受発注  
地域住民  新規住民とモノづくりの担い手との相互理解  
クリエイター・デザイナー  最終製品の開発など新たな事業への発展  
観光客  知的好奇心の充足  


















平成 26年 11 月










平成 23年 11 月
工和会協同組合（下丸子・武蔵新田周辺）参加
平成 23年 12 月
平成 24 年 2月
各種住工共生施策
（工場移転施策など）










































図 3-11	 「おおたオープンファクトリー」運営体制（金谷 2014	 より抜粋）	 
 
3-2-5	 開催規模  
	 開催規模の結果は、表 3-6 にまとめている。  
各項目について、これより詳しくみていく。  
 
表 3-6 「おおたオープンファクトリー」の開催規模と各回の変遷  
回数	 開催エリア	 参加工場数（社）	 来場者数(名)	 
第１回	 下丸子・武蔵新田駅周辺エリア	 23	 1,200	 
第２回	 下丸子・武蔵新田駅周辺エリア	 27	 1,500	 














	 主な開催エリアは、東急多摩川線の下丸子駅と武蔵新田駅の 2 駅を中心とし
たエリア内である（図 3-12）。第４回では、大田全区展開に向け、本羽田にあ
 39 





	 参加工場数に関しても、第１回の 23 社から第３回までに同エリア内で着実に
その数を増やし、第４回では、二つの工場アパートを新たに加えたことで、参






























































































































































3-2-6	 イベントの内容  
	 「おおたオープンファクトリー」当日に催されるものとしては、プログラム、



















   






















































































































































































































































表 3-7	 「おおたオープンファクトリー」のプログラム内容一覧  
（注 	 クリエイティブタウン研究会は「クリ研」として表現）  






工場オープン	 モノづくりの現場・技術・作り手と一般人との交流	 クリ研	 一般	 











子供ツアー（工場見学ツアー）	 子供のモノづくりへの興味関心の育成	 クリ研 子供	 










工場オープン	 モノづくりの現場・技術・作り手と一般人との交流	 クリ研	 一般	 
工業高校生向けツアー（工場見学ツアー）	 リクルート	 クリ研 工業高校生	 





















































モノ・ワザ	 ギャラリー(製品展示・販売)	 地域のモノづくりの技や製品をまとめて紹介する	 クリ研 一般	 






























仲間回しラリー	 地域のモノづくり連携の顕在化および創出	 クリ研／工和会	 一般	 
モノ・ワザ	 トーク	 モノづくりの作り手およびその想いを伝える	 クリ研 一般	 








































































































図３−１４	 第１回モノづくりたまご学生デザインコンペのフライヤー  
 
④モノづくり資源集約系  


































































































インフォメーション・イベント拠点のご案内 ▶ P. 7













































































動拠点として改修するに至った。2013 年 12 月に開設した「くりらぼ多摩川」
は、オープン後、子ども向けのワークショップや、モノづくり現場の人々や地
域の方々、クリエイティブワーカーが集まる BAR「町工 BAR」もどちらも定期的
に開催されるようになるなど、地域の交流拠点として着実に発展している。	 	 	 


























実現している (図 3-18)。  
 
 
































( 定 時 オ ー プ ン ／ 軒
先オープン )	 
( い つ で も オ ー プ ン
／予約オープン )	 





/ま ち 歩 き ツ ア ー /ク
リエイターツアー 	 
/子 供 ツ ア ー /千 鳥 ツ
アー )	 
・工場見学ツアー 	 
(工 業 高 校 生 向 け ツ
ア ー /小 学 校 の 先 生
ツアー /歴史ツアー 	 
/仲 間 回 し ツ ア ー /ク
リエイターツアー） 	 
・ ま ち な か 工 場 ク イ
ズ 	 
・ 子 供 ス タ ン プ ラ リ
ー 	 
工場見学ツアー 	 
（ モ ノ づ く り の ま ち
め ぐ り ツ ア ー /ク リ
エ イ テ ィ ブ ツ ア ー /
オ ー プ ン フ ァ ク ト リ
ー ッ て 何 し て る の ？
ツアー） 	 
・工場見学ツアー 	 













モ ノ ・ ワ ザ コ レ ク シ
ョン 	 
（製品展示） 	 













	 	 	 仲間回しラリー 	 
その他 	 	 	 
・モノ・ワザ 	 トーク 	 
・ く り ら ぼ ワ ー ク シ
ョップ 	 
・モノ・ワザ 	 トーク 	 
・ く り ら ぼ ワ ー ク シ
ョップ 	 
イベント拠点 	 
・ イ ン フ ォ ボ ッ ク ス
（下丸子駅前） 	 
・ モ ノ ・ ま ち ラ ウ ン
ジ 	 
（工和会館） 	 
・ ま ち な か 工 場 カ フ
ェ 	 
（ く り ら ぼ 多 摩 川 の
前にある公共空間） 	 
・ イ ン フ ォ ボ ッ ク ス
（下丸子駅前） 	 
・ モ ノ ・ ま ち ラ ウ ン
ジ 	 
（工和会館） 	 
・ ま ち な か 工 場 カ フ
ェ 	 
（ く り ら ぼ 多 摩 川 の
前にある公共空間） 	 
・ イ ン フ ォ ボ ッ ク ス
（ 下 丸 子 駅 前 ・ 武 蔵
新田駅前） 	 




・ イ ン フ ォ ボ ッ ク ス
（ 下 丸 子 駅 前 ・ 武 蔵
新田駅前） 	 






飲食店との連携 	 飲食店との連携 	 
飲 食 店 ・ 商 店 街 ・ 神
社との連携 	 
飲 食 店 ・ 商 店 街 ・ 神
社との連携 	 
当日配布物 	 
・ イ ベ ン ト ＆ 工 場 ガ
イド 	 
・ マ ッ プ ＆ タ イ ム テ
ーブル 	 
・ イ ベ ン ト ＆ 工 場 ガ
イド 	 
・ マ ッ プ ＆ タ イ ム テ
ーブル 	 
・ イ ベ ン ト ＆ 工 場 ガ
イド 	 
・ マ ッ プ ＆ タ イ ム テ
ーブル 	 
・ イ ベ ン ト パ ン フ レ
ット＆マップ 	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表 3-9「おおたオープンファクトリー」の５つの特性とその根拠  
（イベントの立ち上げ背景およびイベント内容の結果より作成）  
特 性 名 	 特 性 の 概 要 	 
該 当 事 象 	 
該 当 項 目 	 該 当 事 象 	 
＜ 回 遊 促 進 性 ＞ 	 
イ ベ ン ト 時 に 地 域 内 の 回 遊 を 促
進 さ せ る 特 性 	 【 イ ベ ン ト 	 
内 容 】 	 
プ ロ グ ラ ム 	 回 遊 性 促 進 系 プ ロ グ ラ ム 	 
イ ベ ン ト 拠 点 	 各 イ ン フ ォ ボ ッ ク ス 	 
当 日 配 布 物 	 工 場 マ ッ プ 	 
＜ 地 域 資 源 の パ ッ ケ
ー ジ 性 ＞ 	 
イ ベ ン ト 内 で 地 域 内 の 複 数 の 資
源 を ま と め て み せ る 特 性 	 
地 域 資 源 と の
連 携 	 
飲 食 店 ・ 土 産 店 ・ 商 店 街 ・ 神
社 と の 連 携 	 
＜ 分 野 横 断 性 ＞ 	 
イ ベ ン ト の 立 ち 上 げ を 契 機 と し
て モ ノ づ く り に 関 連 す る ま ち づ
く り・産 業 振 興・観 光 振 興 な ど の
複 数 分 野 に 継 続 的 に 取 り 組 む 特
性 	 
【立ち上げ背景】 	 
モ ノ づ く と ま ち づ く り を 目 指
す ク リ エ イ テ ィ ブ タ ウ ン 研 究
会 （ ま ち づ く り ・ 観 光 振 興 ）
と モ ノ づ く り の 価 値 の 発 信 を
狙 う 地 元 工 業 会 （ 産 業 振 興 ）
と の 連 携 	 
＜ 人 お よ び 技 術 連 携
の 顕 在 化 ・ 創 出 性 ＞ 	 
地 域 内 の 技 術 や 職 人 の 連 携 を 顕
在 化 ・ 創 出 す る 特 性 	 【 イ ベ ン ト 	 
内 容 】 	 
プ ロ グ ラ ム 	 仲 間 回 し ラ リ ー 	 
＜ 社 会 実 験 性 ＞ 	 
新 た な 活 動 創 出 の た め の 社 会 実
験 の 機 会 を 生 む 特 性 	 
イ ベ ン ト 拠 点 	 く り ら ぼ 多 摩 川 	 
プ ロ グ ラ ム 	 モ ノ づ く り た ま ご 	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3-4	 小結  
 






















































第４章	 我が国におけるオープンファクトリーの開催動向  
 

























4-2	 各事例の概要把握  
	  















図 4-1	 本研究で扱うオープンファクトリーの名称とその位置  
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 それぞれの事例に対する調査の概要は表４−１の通りである。  
 




ある。平成 24 年の工業統計調査によると、現在、台東区内の事業所数は 532、




表 4-1 オープンファクトリー 8 事例に対する  
インタビュー調査およびイベント視察の概要  
オ ー プ ン フ ァ
ク ト リ ー名 	 





イ ン タ ビ ュ
ー 実 施 日 	 
H26.11.19	 H26.10.27	 H26.11.18	 H26.9.12	 
インタビュ
ー対象 	 
「 台 東 モ ノ づ く り
の マ チ づ く り 協 会 」
（ 台 東 デ ザ イ ナ ー ズ
ビ レ ッ ジ ・ イ ン キ ュ
ベ ー シ ョ ン マ ネ ー ジ
ャ ー (鈴木氏） 	 
「 ス ミ フ ァ 実 行
委 員 会 」（ 猪 田
氏） 	 
横 浜 市 役 所 港 北 区
役 所 総 務 部 区 政 推
進課（竹ノ内氏、松
本氏） 	 








(第 5 回 )	 
H26.11.15	 
(第 3 回 )	 
−	 −	 
	 
オ ー プ ン フ ァ
ク ト リ ー名 	 
A-ROUND	 






イ ン タ ビ ュ
ー 実 施 日 	 
H26.11.10	 H26.8.11	 H26.10.27	 H26.11.8	 
インタビュ
ー対象 	 
「 エ ー ラ ウ ン
ド 実 行 委 員
会 」 事 務 局 長
（ ま ち づ く り













興計測 	 、五十嵐氏） 	 
「 関 の 工 場 参 観
日実行委員会」関





（第 3 回） 	 
H26.10.5	 
（第 2 回） 	 
H26.10.25	 
(第 2 回 )	 
H26.11.8	 










図 4-3	 「台東モノマチの開催範囲」（第６回イベントマップより抜粋）  
 
▼参加企業数  
	 参加企業数は第 1 回ではモノづくり系企業と店、クリエイター、飲食店など
合計 113 組が参加していたのが年々増え、第４回には過去最高の 405 組の参加
となった。第５回以降は、運営主体による方向性の転換からその数はやや減少



































平成 23 年 5 月に第１回「台東モノマチ」が行われることになった。  
▼イベントの変遷  
	 「台東モノマチ」は、平成 23 年 5 月の第１回以降、平成 23 年 11 月（ 2 日
間）に第 2 回、平成 24 年 5 月（ 3 日間）に第 3 回、平成 25 年 5 月（ 3 日間）

















	 特に限定せず、広く一般を対象にしている。  
 63 














	 飲食店や商店街をはじめ、地元の高校や工業高校との連携がみられる。  
▼配布物  






























（ 台 東 デ ザ イ ナ ー ズ ビ レ ッ ジ ／ 下 甚
商 店 	 ウ ッ ド ワ ー ク ／ヤマダ／ミラー
east	 side	 tokyo） 	 
・施設公開（台東デザイナーズビレッ
ジ） 	 













・ モノマチコラボ 	 
・たいとうモノづくり市 	 
・インフォメーションコーナー４カ所 	 
（ 台 東 デ ザ イ ナ ー ズ ビ レ ッ ジ ／ 下 甚
商 店 	 ウ ッ ド ワ ー ク ／ヤマダ／ミラー















・ モノマチコラボ 	 
・たいとうモノづくり市／モノ











・ 地 元 の 高 校



















・モノマチ in 松坂屋（物販） 	 
・インフォメーションコーナー８カ所 	 
（ 台 東 デ ザ イ ナ ー ズ ビ レ ッ ジ ／ 下 甚
商 店 	 ウ ッ ド ワ ー ク ／ ヤ マ ダ ／ east	 
side	 tokyo／ミラー／ギャラリーしあ
ん ／ ヒ ュ ー リ ッ ク ホ ー ル ／ 藤 井 袋 物
























・モノマチ in 松坂屋（物販） 	 














・ 地 元 の 高 校



















・モノマチ in 松坂屋（物販） 	 
・インフォメーションセンター 5 カ所 	 
























4-2-3	 スミファ（東京都墨田区）  
（1）地域およびイベントの基本情報  
▼工業集積地の地域特性  
	 東京都墨田区の工業は、平成 24 年の工業統計調査によると、現在、その事
業所数は 957、従業者数は 13,104 人であり、 10 年前と比べ、どちらも 35%ほ
ど減少している。  
	 主な基盤産業は、金属製品製造業、繊維工業、なめし革・同製品毛皮製造業
がその中心であり、中間製品を扱う BtoB(企業間取引 )の企業が多い。  
▼開催範囲  





図 4-6	 「スミファ」の開催範囲（第３回イベントマップより抜粋）  
 
▼参加企業数  
	 参加企業数は、第 1 回では飲食店と工場を含め全 31 社（うちモノづくり系











その一つに、地域として BtoB から BtoC への産業転換を図って地域のモノづ
                                                       
1 製造過程で発生する廃材の前向きな活用を検討する組織として、墨田のモノ
















	 「スミファ」は、平成 24 年 11 月（ 3 日間）の第 1 回開催以降、平成 25 年













                                                       






















	 地域の飲食店と連携している。  
▼配布物  












図表 4-3	 「スミファ」のイベント内容一覧  
	 








・ スミファ 	 ツアー（３種類：外国人＆日
本 人 ツ ア ー ／ デ ザ イ ナ ー 限 定 ツ ア ー ／ も
のづくりのための空き物件ツアー） 	 
・スミファトーク 	 
・ MAP 配布拠点４カ所 	 
（ す み だ パ ー ク ギ ャ ラ リ ー さ さ








・スミファツアー（ 6 種類：外 国 人 ＆ 日
本 人 ツ ア ー 「 両 国 め ぐ り と 工 場 見
学 」 ／ こ う ば 見 学 ま ち 歩 き ツ ア ー
／ 子 ど も ツ ア ー ／ す み だ サ イ ク ル
ツ ア ー ／ 研 究 者 向 け ツ ア ー ／ も の
づ く り の た め の 空 き 物 件 ツ ア ー 	 







国本部 10F ホール） 	 
	 




・ スミファツアー（ 10 種類：バイヤーツ
ア ー ／ ガ レ ー ジ ス ミ ダ ツ ア ー ／ お 買 物 ツ
ア ー ／ も の づ く り 女 子 ツ ア ー ／ 久 米 会 長
プ レ ミ ア ム ツ ア ー ／ 学 生 ツ ア ー ／ デ ザ イ
ナ ー ツ ア ー ／ 松 山 油 脂 ツ ア ー ／ 空 き 物 件
ツアー／紙加工ツアー） 	 
・ものづくりコラボレーション展示会 	 
・ ス ミ フ ァ ト ー ク （ ト ー ク 後 レ セ プ シ ョ
ンあり） 	 
ス ミ フ ァ イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ
ンター・トーク会場（すみだパー
クギャラリーささや）・ 	 
飲食店 	 マップ 	 
 
  
図 4-7	 参加工場の入口  
（第 3 回イベント時に筆者撮影）  
図 4-8	 トーク会場「すみだパーク
ギャラリーささや」 	 
（第 3 回イベント時に筆者撮影）  
 
4-2-4	 港北 OPEN FACTORY（神奈川県横浜市港北区）  
（1）地域およびイベントの基本情報  
▼工業集積地の地域特性  
	 神奈川県横浜市港北区の工業は、平成 24 年の工業統計調査によると、現在、
その事業所数は 547、従業者数は 1,0319 人であり、 10 年前と比べ、前者は約
30%、後者は約 35%減少している。  
 70 
	 主な基盤産業は、金属製品製造業であり、研究開発や試作品、中間製品を扱
う BtoB(企業間取引 )の企業が多い。  
▼開催範囲  
	 開催範囲は、第 1 回は新羽エリア（横浜市営地下鉄新羽駅・北新横浜駅周辺）






図 4-9	 第 1 回「港北 OPEN	 FACTORY」の開催範囲 	 



























































































































































































	 参加企業は各回ともにモノづくり系の企業のみで、その数は、第 1 回で 5 社、
第 2 回、第３回は共に 8 社である。なお、第２回と第３回では、新羽エリアで
２社、高田エリアで２社、樽町エリアで２社がそれぞれ工場公開を行っている。  
▼企画運営主体  





















	 「港北 OPEN	 FACTORY」の主な目的は、①地域資源としてのモノづくりの価値
                                                       







	 ターゲットは、区民、近隣住民に絞られている。  
 














	 配布物として毎回マップが製作されている。  
 
























モ ノ づ く り た ま ご 設 置 場 所
および休憩所（日本軸受加工
株式会社 2F） 	 




図 4-10	 「港北 OPEN FACTORY」のモノづくりたまごの製品の一部 	 
（筆者撮影）  
 
4-3-5	 尼崎モノづくり博覧会（兵庫県尼崎市）  
（1）地域およびイベントの基本情報  
▼工業集積地の地域特性  
	 兵庫県尼崎の工業は、平成 24 年の工業統計調査によると、現在、その事業
所数は 836、従業者数は 34,103 人であり、 10 年前と比べ、前者は約 30%、後
者は約 10%の減少がみられる。  
	 主な基盤産業は、金属製品、生産用機械器具の製造業であり、中間製品や業
務用の製品を扱う BtoB(企業間取引 )の企業が多い。  
▼開催範囲  
	 開催範囲は、ほぼ尼崎市の全域にあたる、東西約 6.5km、南北約 7.8km のエ
リアである。  
▼参加企業数  











年度より行っており、3 年もの間に約 12 種類の専用バスを使った工場見学バス
ツアーを実施していた。平成 23 年 4 月に、見学または就業体験が可能な地域内
の 32 の工場をまとめて紹介する「あま旅・産観ガイドブック『尼崎体感型	 産
業観光』」の発行以降、事業としての産業観光がスタートする。その後、産業観
光事業の新たな取組みとして平成 25 年 2 月のうちの 2 日間に、オープンファク
トリー形式の本イベントに取り組んだ。	 
▼イベントの変遷  













	 ターゲットは一般で、細かく絞られていない。  
 







	 本イベントでは、設置されていない。  
▼地域資源との連携  
	 イベント内では見受けられない。  
▼配布物  
	 配布物としてマップが製作されている。  
 














（イベント公式 facebook より抜粋）  
 











り、原料となる皮を加工する BtoB の企業も多くみられる。  
▼開催範囲  
	 開催範囲は、広域浅草（雷門、浅草、花川戸、今戸、東浅草、千束、日本堤、







図 4-12 第 3 回「A-ROUND」の開催範囲 	 
（第 3 回イベントパンフレットより抜粋）  
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▼参加企業数  
	 参加企業数は、第 1 回、第３回は共に	 靴メーカー、革問屋、資材メーカー、
飲食店、ギャラリーなどをあわせた約 150 社となっている。規模を縮小させた


























	 「A-ROUND」は、平成 25 年 5 月の 3 日間に第１回が、平成 25 年 11 月中
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 広く一般を対象にしている。  
 


















	 飲食店や商店街をはじめ、地元の小学校との連携もみられる。  
▼配布物  
	 毎回、マップ付きのイベントガイドが製作されている。  
 
図表 4-6	 「A-ROUND」のイベント内容一覧  
	 








・ A-ROUND ギャラリー（製品の展示販売） 	 
・まち歩きツアー（ 5 種類：靴の浅草紹介コース
／ ク ラ フ ト ラ リ ー コ ー ス ／ 靴 メ ー カ ー 探 求 コ ー
ス ／ フ ァ ッ シ ョ ン デ ィ レ ク タ ー と 歩 く 女 子 好 み
浅草ツアー／外国人ウォーキングツアー） 	 
・ 革 屋 さ ん 、 材 料 屋 さ ん の ク ラ フ ト ラ リ ー （ 複



















・ A-ROUND スクール 	 
・ワークショップ 	 
・ ウ ォ ー キ ン グ ツ ア ー （ ４ 種 類 ： バ イ ヤ ー 向 け
OEM メ ー カ ー コ ー ス ／ 靴 の 出 来 る ま で 見 学 コ ー
ス ／ 工 房 め ぐ り コ ー ス ／ ク ラ フ ト ラ リ ー コ ー
ス） 	 
・イベント実施拠点（浅草














・ A-ROUND ギャラリー（製品の展示販売） 	 
・ あ な た も シ ュ ー ズ ク リ エ イ タ ー （ 複 数 の 企 業
を巡って行う靴づくりのワークショプ） 	 
・ ク ラ フ ト ラ リ ー （ 複 数 の 企 業 を 巡 っ て 行 う 皮
製品のワークショップ） 	 
・ ま ち 歩 き ツ ア ー （ ３ 種 類 ： 靴 産 業 ガ イ ド コ ー
ス ／ 靴 が 出 来 る ま で 見 学 コ ー ス ／ 若 手 ク リ エ イ
ター工房探コース） 	 
・浅夜市夜（飲食店でのマーケット） 	 
・ TOKYO	 L(浅 草 の モ ノ づ く り 企 業 と ク リ エ イ タ





ギ ャ ラ リ ー ／ 浅 草 も の づ
く り 工 房 ／ 朝 の 市 ／ い ろ
は会商店街） 	 
・施設公開４カ所（浅草も
の づ く り 工 房 ／ 台 東 分 校









小 学 校 の












公開（第 3 回	 イベント時に筆者撮影） 
図 4-14	 リバーサイドギャラリー前  






	 神奈川県川崎市高津区の工業は、平成 24 年の工業統計調査によると、現在、
その事業所数は 319、従業者数は 7,102 人であり、10 年前と比べ、両者ともに





	 開催範囲は、第 1、第２回ともに、JR 南武線久地駅から北東の方角に位置す
る東西約 0.9km、南北約 0.7km ほどの規模である。工場間は徒歩で移動するこ
とができる。  
▼参加企業数  
	 参加企業は各回ともにモノづくり系の企業のみで、第１回は 8 社、第 2 回は






























	 「川崎北工業会オープンファクトリー」は、平成 25 年 11 月（1 日）に第 1
回が、平成 26 年 10 月（１日）に第 2 回が行われている。規模もその内容もほ
ぼ同一である。	 
                                                       
4 公益財団法人神奈川産業振興センター、神奈川県、川崎市が主催する共同展








	 ターゲットは、区民、近隣住民に絞られている。  
 














	 配布物として各回ともにマップが製作されている。  
 
表 4-7	 「川崎北工業会オープンファクトリー」のイベント内容一覧  
	 主なプログラム 	 
（一斉工場公開以外） 	 
イベント拠点 	 地域資源との連携 	 当日配布物 	 
第１回	 — 	 
イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー
（川崎北工業会事務局） 	 
川崎フロンターレ 	 マップ 	 
第２回 	 スタンプラリー 	 
イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン タ ー
（川崎北工業会事務局） 	 




図 4-15	 第 2 回「川崎北工業会オ
ープンファクトリー」インフォメーシ
ョンセンター前の様子（筆者撮影） 




4-2-8	 燕三条  工場の祭典（新潟県燕市・三条市）  
（1）地域およびイベントの基本情報  
▼工業集積地の地域特性  
	 新潟県燕市・三条市の産業は、平成 24 年の工業統計調査によると、事業所
数は、燕市で 708、三条市で 581 であり、 6 年前に比べて、どちらも 14%程落
ち込んでいる。また、従業者数は燕市で 15,470 人、三条市で 12,657 人で、前




だったり、問屋に卸す BtoB の企業も多くみられる。  
▼開催範囲  






図 4-17	 第 2 回「燕三条 	 工場の祭典」の開催範囲（ホームページより抜粋） 
 
▼参加企業数  
	 参加企業数は、モノづくり企業のみで、第 1 回では 54 社、第２回は 59 社と
やや増加している。  
▼企画運営主体  






























こうして、２つの市の連携に寄って実行委員会が結成され、平成 25 年 2 月に
第１回「燕三条	 工場の祭典」が実施された。  
▼イベントの変遷  
	 「燕三条	 工場の祭典」は、平成 25 年 10 月の 5 日間に第１回が、平成 26
年 10 月の 4 日間に第２回がそれぞれ実施されている。また、第１回を開催し
てから約半年後の平成 26 年度 4 月に、同イベントはミラノサローネ 5中に開催
されるイベントの招待を受け、地域内の 13 の工場と共に出展を果たした。な



















	 広く一般を対象にしている。  
 



















図表 4-	 「燕三条	 工場の祭典」のイベント内容一覧  
	 主なプログラム 	 
（一斉工場公開以外） 	 
イベント拠点 	 地域資源との連携 	 当日配布物 	 
第
１
回	 — 	 
・案内所３カ所 	 
（燕三条 WING／三
条 鍛 冶 道 場 ／ 燕 市
産業資料館／） 	 
・朝市（六斎市 	 二・七の市）	 
・ 定 期 市 （ 六 斎 市 	 五 ・ 十 の
市 	 
・燕青空即売会 	 
イ ベ ン ト ガ
イド 	 













冶 道 場 ／ 燕 市 産 業
資 料 館 ／ 燕 三 条 地
場 産 業 振 興 セ ン タ
ー） 	 
・朝市（六斎市 	 二・七の市）	 





イ ベ ン ト ガ
イド 	 





の外観（第 2 回イベント時に筆者撮影） 
図 4-20 実演の様子 	 
（第 2 回イベント時に筆者撮影）  
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4-2-9	 関の工場参観日（岐阜県関市）  
（1）地域およびイベントの基本情報  
▼工業集積地の地域特性  
	 岐阜県関市の産業は、平成 24 年の工業統計調査によると、事業所数は 589、





専門だったり、問屋に卸す BtoB の企業も多くみられる。  
▼開催範囲  



















そこで、関市、関商工会議所、関信用金庫が主催となり、平成 26 年 6 月に「ビ




同年 11 月に第１回「関の工場参観日」を実施した。  
▼イベントの変遷  






















Takumi Awards Round 2014』 =STAR!」（図４−２２）がみられた。  
▼イベント拠点  
	 イベントの案内所が地域内に一つ設けられている。  
▼地域資源との連携  






図表 4-9	 「関の工場参観日」のイベント内容一覧  




・ ツアーバス（８本） 	 







イ ベ ン ト ガ





図 4-22「『Seki	 Takumi	 Awards	 Round	 2014』 =STAR!」の内容（パンフレットより抜粋）	 
 
  
図 4-23	 ツアーバス中の風景  
（第 1 回イベント時に筆者撮影）  
図 4-24	 彫刻刀の刃の研磨実演  












4-3-1	 工業集積地の地域特性  










の企業に加え、企業間取引（B to B）もみられるなど、全体的には BtoB が中
心であることがわかった。  
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4-3-2	 開催規模  
	 開催規模もまたその多様性が確認された。  
	 まず、参加企業数では川崎市の 8 社から台東区南部地域の 400 社までバリエ







は、大田や「燕三条	 工場の祭典」では 50 社を超える規模であるが、その他

























































































図 4-25	 オープンファクトリーの大まかな開催範囲  
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表 4-12	 オープンファクトリーの企画運営主体  
 
 
































































































































4-3-5	 イベントの目的とターゲット  











表 4-13	 オープンファクトリーの主な目的とターゲット  
 
 
4-3-6	 イベントの内容  












































































































































































































































表 4-15	 オープンファクトリーの実施目的別の類型と他項目との関係  
（イベントの内容・立ち上げ背景とイベントの変遷を除く）  



























・企 業 ・製 品 の
PR 機 会 の 拡
大  
・デザイナーや




ァ ン づ く り （ 購
買力の向上） 
・ 製 品 の 販 売
機会の拡大 





・ 製 品 の 販
売 機 会 の拡
大 
・モノづくりの
フ ァ ン づ く り
（ 購 買 力 の
向 上 ・ 後 継
者育成） 
・ 操 業 環 境 の
維持・向上 
  ・ 製 品 の 販 売 機
会の拡大、 
・ 企 業 ・ 製 品 の
PR 機会の拡大 
・モノづくりのファ
ン づ く り （ 購 買 力
の 向 上 ・ 地 域 へ
のモノづくり人 材
の流入） 





ン づ く り （ 購 買 力
の 向 上 ・ 地 域 へ
のモノづくり人 材
の流入 











PR 機 会 の 拡
大 
まちづくり	 
    ・工業と住民
との交流 
・ 近 隣 問 題 防
止 
・工 業 と住 民 と
の交流 




・地 域 内 のコミュ
ニティ形成 
・ 地 域 内 の コ ミ ュ
ニティ形成 
・近隣問題防止 
・ 工 業 と 住 民 の
交流 
・モノづくりとそれ














・ デ ザ イ ナ ー ・
クリエイター 
・新規事業者 




























































引形態	 BtoB	 BtoC／BtoB	 BtoC／BtoB	 BtoB	 BtoB	 BtoC	 BtoC／BtoB	 BtoB	 BtoB	 
階歳範囲	 徒歩圏	 非徒歩圏	 非徒歩圏	 徒歩圏	 徒歩圏	 徒歩圏	 徒歩圏	 徒歩圏	 非徒歩圏	 































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 
 100 




















表 4-16  オープンファクトリーの 6 特性  
















新 た な 活 動 創 出 の た め の 社 会 実 験 の 機 会 を 生 む 特
性	 
 101 




































































第５章	 オープンファクトリーの導入・活用実態  
 





























5-2	 オープンファクトリー手法の導入・活用実態  
	  

















































































5-2-3	 ＜分野横断性＞  
（1）内容把握  




































































成 22 年に初めて雑誌「TOKYO Walker」内で、御徒町と蔵前エリアを「モノ
づくりのマチ」として印象づけるエリアの新たな名前として「カチクラ」とい










                                                       
1 次のウェブサイトで「カチクラ」という地名が使われている。  





2 次のテレビ番組で「カチクラ」という地名が紹介された。  
・総合テレビ「東京カワイイ★TV」2013 年 3 月 9 日（土）午後 11:30～午前 0:00
（ 30 分）に放送された『最新・東京イーストの歩き方』  






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































＞＜社会実験性＞）の 2 つに集約される傾向にあることが分かった。  
 
 
表 5-2 オープンファクトリーの 6 特性の成果  
















地域内のモノづくりの連携の創造 	 	 
＜社会実験性＞ 	 
・地域へのクリエイター・デザイナーの集客 	 
・新しい創造活動を生み出す為の拠点整備に繋がる 	 （くりらぼ多摩川） 	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5-4	 小結  
	  












































第 6 章	 結論  
 
6−1	 オープンファクトリーと現行の行政施策との関係  
 
	 以上、第２章から第 5 章までで明らかとなった、オープンファクトリーの特
性および活用・導入の実態を踏まえ、第 6 章では総括として、 6 つの特性をも
つオープンファクトリーが、地域活性化手法の中で果たしうる役割を明らかに
する。具体的には、現行の行政施策との関係を明らかにしていきたい。以下、














                                                       
1  参考にした計画は次の通りである。  
・「新・墨田区工業振興マスタープラン -『日本・世界のものづくりのテートウェイ	 す
みだ』を目指して -」（墨田区	 2009.3）  
・「墨田区産業振興マスタープラン -Stay Fab-」（墨田区 ,  2013.3）  
・「墨田区観光振興プラン『おもてなしの心』 -人情厚い下町・すみだ『街歩き観光』
をめざして」（墨田区 ,  2004.11）  
・「大田区産業振興基本戦略」（大田区 ,  2009. 3）  
・「大田区観光振興プラン」（大田区 ,  2009. 3）  
・「台東区産業振興プラン」（台東区 ,  2012. 3）  
・「浅草地域まちづくり総合ビジョン」（台東区 ,  2008. 6）  
・「台東区新観光ビジョン  『本物に会えるまち』 -したまち台東から新たな賑わいのス










図 6-1	 オープンファクトリーと現行の行政施策との関係 	 
（台東区、墨田区、大田区における各種計画を参考に作成）  
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6-2	 本研究のまとめ  
	  
	 本研究の総括として、第 2 章以降のまとめを行う。  
	  




































	 第 5 章では、オープンファクトリーの導入・活用実態を把握するために、第

















































	 私とオープンファクトリーとの関わりは、平成 26 年 2 月 15 日（平成 25 年




























































































集, vol.15, pp.307-312, 2002.6 
・乾亨・延藤安弘・森永良丙「価値づくりの計画プロセスにおける住み手の計画側への役割の
浸透-ユーコートの計画プロセスにおける住み手とコーディネーターの相互浸透性 1」日本建築
学会計画系論文報告集, No.446, pp.53-63, 1993.4 
・岡村祐・川原晋・野原卓「東京都大田区を対象とした大田クリエイティブタウン研究会の取
り組み その３」首都大学東京 大学院 都市環境科学研究科 観光科学域観光科学研究 (6), 
pp177-182, 2013.03.30 
・岡村祐・野原卓・川原晋「東京都大田区における大田クリエイティブタウン構想とその実践」, 
季刊まちづくり, No.42, pp.104-115, 2014 
・岡村祐・川原晋・野原卓「東京都大田区を対象とした大田クリエイティブタウン研究会の取
り組み その４」首都大学東京 大学院 都市環境科学研究科 観光科学域観光科学研究 (7), 
pp.53-57, 2014.03.20 
・金谷優香「オープンシティ活動による都市の魅力向上と愛着醸成に関する研究-イベントによ
る地域意識の変化に着目して-」横浜国立大学都 市 イ ノ ベ ー シ ョ ン 研 究 院 平 成
2 5 年 度 博士課程前期（修士（工学・学術））学位論文, 2014.3 
・川原晋・岡村祐・野原卓・豊田純子「工業集積地の産業観光まちづくり手法としてのオープ
ンファクトリー」産業立地, 53(6), pp.27-31, 2014.11.1 
・国土交通省都市・地域整備局「産業観光ガイドライン」国土交通省都市・地域整備局, 2008. 4 
・財団法人商工総合研究所「産業集積の現状と課題」,平成 23年度調査研究事業報告書, 2012. 2 
・ 齋藤 英智「山口県における産業観光の現状と発展可能性」 東亞経濟研究, 64(1), pp.37-54, 
2005-07-31 




・松村 明(編集)「大辞林 第３版」, 三省堂, 2006.10.27 
・宮副謙司「地域活性化の現状認識と今後の方向性-マーケティング観点での事例分析とモデル
考察-」経営情報学会 全国研究発表大会要旨集 2012f(0), pp.155-158, 2012 
 126 
・山根 一斗・岡村 祐・野原 卓・川原 晋・杉原 弥永子・井上 翔太・佐藤 圭太「中小工場集
積地域におけるオープンファクトリーの立案プロセスと方法論構築の試み－東京都大田区にお
けるモノづくりまちづくりの統合的アプローチによる地域活性化研究(1)」一般社団法人日本建
築学会学術講演梗概集 2012(都市計画, pp.399-400, 2012.09.12 
・ Otgaar, A. H. J,”Industrial Tourism: Where the Public Meets the Private”, The 
Netherlands: Haveka, 2010 
 
第２章 



























・「月刊 ニュートップリーダー」エヌ・ジェイ出版販売㈱, No.43, pp.56-59, 2013.4 
・（一社）大阪モノづくり観光推進協会ホームページ 
http://osaka-monodukuri.com/ （2014/12/13アクセス） 
・「るるぶ特別編集 イキイキ地域を訪ねよう！地恵のたび」Aユニット JTB, No.3 pp.12 
・「JTB交流文化賞 受賞地のいま—2014」, 週刊 観光経済新聞, 第 2764号, 2014.8.30 
・「大阪モノづくり観光ガイドマップ」（2014.9.11企画運営者より入手） 
▼周南コンビナート夜景ツアー（山口県周南市） 










・川崎市「かわさき産業振興プラン-国際知識創造発信都市をめざして-（平成 17 年度 6 月）」, 
2005.6 
・通商産業省関東通商産業局（現：関東経済産業局）「広域関東圏における産業立地に関










・大田クリエイティブタウン研究会「大田モノ・まち BOOK2012- 第 1回大田オープンファク
トリー成果報告書」, 一般社団法人大田観光協会, 2012.8.31 
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・金谷優香「オープンシティ活動による都市の魅力向上と愛着醸成に関する研究-イベントによ
る地域意識の変化に着目して-」横浜国立大学都 市 イ ノ ベ ー シ ョ ン 研 究 院 平 成
2 5 年 度 博士課程前期（修士（工学・学術））学位論文.2014.3 
・岡村祐・野原卓・川原晋「東京都大田区における大田クリエイティブタウン構想とその実践」, 
季刊まちづくり, No.42, pp.104-115, 2014 
・川原晋・岡村祐・野原卓・豊田純子「工業集積地の産業観光まちづくり手法としてのオープ


















http://stylestore.jp/blog/area/kachikura/（ 2014/12/19 アクセス） 
・「NAVER まとめ『古いと新しいが同居するカチクラのオシャレな雑貨屋さん、カフェ、レス
トランまとめ』」  http://matome.naver.jp/odai/2135351267971043101 （2014/12/19 アク
セス） 
・30min.「御徒町・蔵前・浅草・馬喰町雑貨やめぐり~『カチクラ』周辺エリア」 














・大田区「大田区産業振興基本戦略」, 2009. 3 
・大田区「大田区観光振興プラン」, 2009. 3 
・台東区「台東区産業振興プラン」, 2012. 3 









































































図３－３ 「モノ・まちラボ 2011」フライヤー 
図３－４ 「大田モノ・まち BOOK2011」表紙 














































図４－９ 第１回「港北 OPEN FACTORY」の開催範囲（第１回イベントマップより抜粋） 



























図５－１ 「TOKYO L」のフライヤー 
図５－２ 「浅夜市夜」のパンフレット 
 
第 6章図 
図６－１ オープンファクトリーと現行の行政施策との関係（台東区、墨田区、大田区における
各種計画を参考に作成） 
